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摘要 

準拠 集団 〔概念〕 は、 〔その 定義の〕 曖昧さに も 関わらず、 ますます 人気の 概念と なつ 
てきて いる。 それ は、 様々 な 社会現象 に関する 種々 の 仮説に おいて 利用され ている。 この 
概念 を ある 一つの 言及 対象に 限定して 用いる こと は、 すなわち、 その パースペクティブが 
行為者に よって 準拠 枠と して 用いられ ている、 そうした 集団に 限定して 用いる こと は、 分 
析 ツールと しての その 概念の 有用性 を 高める ことになるだろう。 分 有された パース ぺクテ 
イブ は、 共通の コミュニケーション 'チャンネルへの 参与 を 通じて 生じる。 さらに 現代 大 
衆 社会 に お け る 文化 の 多元的 共 在 は、 無数の チャンネルに 容易に アクセス する ことが 出来 
る、 という ことから 生じて いる。 準拠 集団 概念が もしより 一層 正確に 定義され るなら ば、 
各々 の 行為者が 自らの 世界に 対する 適応 方針 を 定める、 その 定め 方に 関する 調査 研究 を、 

よ り 一層 促進す る こ と がで き る。 

ハイマン 〔 7 〕 が 造語して 以来、 よ うやく 十 年 有余の 歳月が たったが、 準拠 集団 概念 は 〔既 
に〕 社会心理学 において 主要な 分析 ツールの 一つと なって おり、 様々 な 社会現象 に関する 
種々 の 仮説の 構築に 用いられ ている。 ある 人が ある 社会的 文脈から 別の 文脈に 移行す る 際 
に、 〔その 人の〕 行動に 生じる 非 一貫性 は、 準拠 集団の 変化と いう 観点から 説明され る。 
例えば、 非行少年 たちの 英雄的 行為、 それ もと り わけ 隙間 地帯に おける 彼らの そう した 行 
為 は、 同年 齢の 遊び仲間 たちから 寄せられる 種々 の 予期 〔という 観点から〕 から 説明され 
ている。 また、 〔彼らの〕 社会的 態度が 変容した としたら、 それ は、 人間関係 における 変 
化と 関連 づ いている ことが わかって いる。 この 概念 は、 誰の 目に も はっきり とした 二者 択 
一 を 前にして 行われる 〔行為者の〕 選択 を 説明す る 際に、 それ も 当該 行為者の その 選択が 
その 人の 「最大の 関心事」 に反して いるよう に 思われる ケース を 説明す る 際に、 とりわけ 
有用な もので あり 続けた。 多様な 階層の 読者 や 視聴者が マス • コミュニケーションに 対し 
て 持つ 分化した 感受性と 反応 も 準拠 集団の 観点から 分析され てきた。 同様に、 地位の 問題 

一 出世 狂者た ちの 野心、 集団への 忠誠 をめ ぐって 生じる 種々 の コンフリクト、 マージ ナ 
ル • マンた ちの 種々 の ジレンマ —— もまた この 観点から 分析され てきた。 現象と して は異 
なる これらの 出来事に、 同じ 類に 属する 過程が 含まれて いる ことが 認識され よう。 この 概 
念の 人気の 高ま り は、 分析に おける その 有用性 を 証明して いると 言える。 

しかしながら、 どの 分野の 研究に おいてで あれ、 探査 的 段階に おいて は 当然の こと だが、 
この 概念の 使用に おいても、 何ら かの 混乱が 存在して おり、 それ は 主として その 語義の 曖 
昧 さから 生じて いる。 利用 可能な 公式 的 定義 は 一貫性 を 欠いて おり、 時には その 定義が 〔実 
際の〕 使用に おいて 矛盾して いる 〔こと も ある〕 。 しかしながら、 そうした 曖昧さに も か 
かわらず、 社会心理学 者た ち は 〔この 概念に ついて〕 相互に 理解で きている。 この こと は、 

〔 こ の 概念に 関する 〕 何 ら かの 核 と な る 意味に 対す る 直感的な 認識の 存在 を 示唆 している。 
そして、 その 意味 を 明示 化する こと は、 分析 ツールと しての この 概念の 有用性 を 高める こ 
とに なろう。 本論 は、 次の こと を 明らかにする。 すなわち、 準拠 集団に 関する 議論 はすべ 
て、 行為者が 何ら かの 形で 関連 付けられ ている ある 認識 可能な 集団と、 その 集団に おいて 
分 有されて いる 規範と 価値と に 言及して いる。 しかしながら、 これら 三つの 用語の あいだ 
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の 関係 は 常に 明確と いう わけで はない。 そこで、 我々 の 最初の 課題 を、 その 公式 的 定義 を 
〔とりあえず〕 念頭に 置かずに、 準拠 集団 概念が 実際に 使用され る 際に、 その 概念が 示唆 
している 内容 を 検討す る ことに 定めたい。 

この 概念の よく 見られる 使い方の 一つに 次の ような 集団 を 表す 使い方が ある。 その 集団 
と は、 比較 や 対照 を 行う 際に 準 拠点として 役立つ 集団、 とりわけ ある 人が 自分自身に 関し 
て 判断 を 下す 際の 準 拠点として 役立つ 集団で ある。 この 概念の 元々 の 使い方に 関して ハイ 
マン は、 準拠 集団と は 自らの 地位 を 評価す る 際の 比較 点で ある、 と 述べて いた。 また、 彼 
に は、 被験者が 自分自身 を それと 比較す る 集団 〔の 如何〕 にしたがって その 評価 も 変化す 
る、 という こと も 分かって いた。 マートンと キット もまた、 スト ウファ 一の 相対的 剥奪の 
理論の 再 定式化に おいて、 この やり方で この 概念 を 用いた。 例えば、 海外の 後衛 部隊に 所 
属する 兵士た ちが 自分た ちの 運命に ついて 下す 判断 は、 〔彼らが 自分た ち を〕 まだ 本国に 
いる 兵士た ちと 比較す る 力、、 それとも 交戦 中の 兵士た ちと 比較す る 力、、 どちらと 比較す る 
かによ つて 変化す る、 と。 彼ら はまた、 具体的な 調査 手続き を 提案した が、 その 調査 手続 
きに おいて は、 回答者が 自分自身 を 様々 な 集団と 比較す るよう 求められる ことにな つてい 
た。 チャッブ マンと フォルクマン による 野心の レベルに 関する 研究 は、 準拠 集団 理論に 関 
する 議論に おいて たびたび 引用され ている が、 この 議論に もまた、 ある 人が 所属して いる 
自分の 集団 とその 他の 集団 と の 比較から 生じる 判断に、 諸々 の 変種が あると いう 知見が 含 
まれて いる 1)。 つまり、 こうした 適用 方法に おいて は、 準拠 集団と は、 ある 行為者が 状況 
の 評価 を、 とりわけ、 そこにお ける 自分自身の 位置の 評価 を 形成す る 際に 用いる 基準点な 
いし は チェック ポイント を 意味して いる。 したがって 〔この 用法に おいて は〕 、 論理的に 

は、 その 行為者に なじみの ある 集団で あれば、 どのような もので あれ、 準拠 集団と なり 得 
る ことになる。 

この 概念の 第二の 言及 対象 は、 行為者が そこにお いて 〔自らに 対する〕 承認 を 得たり、 
維持した りする こと を 切望す る、 そのような 集団で ある。 したがって、 選択 を 迫られる 〔よ 
うな〕 種々 の 状況に おいて は、 その 集団の 要求が 最 重要の ものと なる。 社交界に おいて 野 
心 を 抱いて いる 人に とっての 準拠 集団と は、 〔相対的に〕 高い 階層の 人々 から 成る とい わ 
れ ており、 その 階層の ステータス 'シンボル は 模倣の 対象と なる。 マートンと キット は、 
〔戦闘に 関する〕 経験の 浅い 部隊に 所属して いる 兵士た ちに よる、 戦闘に 対する 意欲と 心 
構えの 表明 を、 場数 を 踏んだ ベテラン 兵の 謙虚 さと は 対照的な ものと して、 自らが 誤って 
特定の 価値 を 帰属 させて しまって いる ベテラン 兵と 自分自身と を 同一 化しよ う とする、 そ 

うした 新兵た ちの 努力と して 解釈して いる 2)。 このように、 この 概念 は、 その 人々 のなか 
で、 ある 人が 自らの 地位 を 獲得したり、 維持したり、 高めたり しょうと する、 そうした 人 
々の 結びつき を 指す ものと して 使われて いる。 つまり、 準拠 集団と は、 ある 人が そこに 参 
与する こと を 望む、 そうした 集団で ある 〔という ことになる〕 。 

第三の 用法に おいて は、 この 概念 は、 その パースペクティブが 行為者の 準拠 枠 を 構成す 
る、 そうした 集団 を 意味して いる。 そういう わけで シェリフ は、 準拠 集団 を、 知覚 領域 を 
構造 化する 際に 〔いわゆる〕 基準点と して その 規範が 用いられ ている、 そうした 集団 だと 
している し 3)、 また マートンと キット は、 〔行為者が〕 種々 の 解釈 を 行うた めの 「社会的 
準拠 枠」 だとして いる 4)。 ある 集団に、 実際に あるいは 想像 上で 参与す る こと を 通じて、 
人々 は その 観点から 世界 を 知覚す るよう になる。 とはいえ、 この 集団 は、 自分が 〔そこに 
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おいて〕 承認 を 受けたい と 切望す る 集団で ある 必要 はない。 例えば、 何ら かの 少数民族に 
属する ある 成員 は、 その 集団に 対して 嫌 悪感 を 抱いて いるか もしれ ない が、 なお 依然と し 
て、 概して その 集団の 視点から 世界 を 捉える かもしれ ない。 こうした やり方で 用いられて 
いると き、 準拠 集団と いう 概念 は、 客観的に 存在す る 人々 の 集団と いうよりも むしろ、 一 
種の 心理学的 現象 を 指して いる。 というの も、 それ は、 行為者の 経験の 組織化に 言及して 
いる 〔からで ある〕 。 すなわち、 それ は、 その 人の 知覚 領域が 構造 化された もの 〔に 他な 
ら ない〕 。 こうした 用いられ 方に おいて は、 現実の もので あれ、 想像 上の もので あれ、 好 
意 的に 捉えられて いるもの であれ、 嫌 悪感 を 抱かれて いるもの であれ、 その パース ぺクテ 
ィ ブが 行為者に よって 自 明視され ている もので あれば、 どのよう な 集合体 も 準拠 集団 と な 
る。 

以上の ように、 現行の 用いられ 方 を 検討した 結果、 ある 一つの 概念に 関する 三つの 互い 

に 異なる 言及 対象が 明らかになった。 すなわち、 （1) 比較 点と して 機能す る 集団、 （2) 
人々 が 〔種々 の 意味で〕 それに 対して 野心 を 抱く 集団、 そして （3) 行為者に よって その 
パースペクティブが 自 明視され ている 集団。 この 三つが それに あたる。 もちろん、 この 三 
つ は 〔相互に〕 関連し 〔合つ〕 ている であろう。 とはいえ、 類 的に 異なった ものと して、 
はっきり と 区別 • 分類され るべき もの を、 明確に 区別す る ことなく 混在 させた ままで 用い 
る こと は、 さらなる 混乱 を 招く だけで ある。 〔すなわち〕 本論の 主張 は 次の 通りで ある。 
準拠 集団と いう 概念 を 第三の 選択肢に 限定して 用いる こと、 すなわち、 その パース ぺクテ 
イブが 行為者の 準拠 枠 を 構成す る、 そうした 集団に 限定して 用いる ことこ そ、 調査 研究に 
おける その 概念の 有用性 を 高める ことにつ ながる、 と。 どのような 集団で あれ 対象で あれ、 
比較の ために 用いられ 得る。 〔しかし〕 同時に、 個人が 自分の 不運 度 を それと 比較す る、 
そうした 人々 の 役割 を 取得す る 必要 はない。 であるならば、 第一の 用法 は、 〔本論の 目的 
と は〕 全く 異 つた 目的 を 果たす ための もので あり、 〔本論に おいて、 この 用法 を〕 さらに 
考察す る 必要 は あるまい。 し 力、 しながら、 ある 状況 下で は、 集団に 対する 忠誠と 野心と は、 
〔行為者に よって〕 自 明視され ている パースペクティブと 関連して いる こと も 事実で あり、 
この 関連性の 特徴が さらなる 探究 を 要する こと も 確かで ある。 こうした 議論 は、 周知の 主 
張の 繰り返 し を 必然的 に 伴 う が 、 準拠 集団に 関す る 研究の 一部に 見られる 種々 の 論難 点 を 
考慮す るなら ば、 そうした 繰り返しが 全く 不毛な もの だと も 言えまい。 〔とはいえ、 〕 何 
人 かの 熱狂 的な 支持者の 存在 にもかかわらず、 〔そう した 主張の 繰り返しから は〕 事実上、 
準拠 集団 理論に は、 新しい もの は 何も もたらされ ていない。 

文ィ 匕と 自己 統制 

トーマス は 何年 も 前に 次の こと を 指摘して いた。 すなわち、 人間が 行う こと は、 その 人 

の 状況の 定義に 大きく 依存して いる、 と 〔り 。 付言す るなら ば、 人間が 一貫して 一連の 状 
況を 定義す る その やり方 は、 その 人の 組織化 された パースペクティブに 依存して いる。 パ 
一 スぺク ティブと は、 人間の、 自らの 世界に 関する 体系化され たもの の 見方で ある。 すな 
わち、 種々 の 対象の 属性、 出来事の 属性、 人間性に 関する 種々 の 属性に ついて 自 明視され 



8 例えば 次 を 参照の こと。 W'l' トーマス、 F-ズ ナニェ ツキ 著/桜 井 厚 訳、 1983 年 

『生活 史の 社会学』 御茶の 水 書房、 63-5 頁。 
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ている ことで ある。 パースペクティブと は、 実際に 知覚され た 諸事 象の 体系で あると 同時 
に、 想起され たり、 予期され たりした 諸事 象の 体系で も ある。 何が あり 得て 何が 可能 かに 
関する 組織化 された 認識の ことで ある。 つまり、 パースペクティブ は、 人間が それ を 通じ 
て 自らの 環境 を 知覚す る 基盤 を 構成す る。 上記の ような 体系化 された パースペクティブ を 
持って いる ことで、 人々 は、 絶えず 変化して いる 世界 を、 比較的 安定した ものと して、 秩 
序 立った ものと して、 そして 予測 可能な ものと して 捉える ことができる。 リーツラー も述 
ベて いるよう に、 人間の パースペクティブと は、 〔実際の〕 経験に 先立って、 その 経験 を 
定義し 方向 付ける 大まかな 分類表の ことで ある。 
知覚が 選択 的で あると いう こと、 知覚され た 経験の 組織化が 予期され た 事柄 ゃ自 明視 さ 

れ ている 事柄に ある 程度 依存 している という こと。 この 2 点 を 示す 証拠 となる ような 実験 
結果 は 数多い。 種々 の 判断 は 〔人間が 有する 種々 の〕 パースペクティブに 基づいて いる。 
だから、 異なった 見地に 立つ 人々 は、 同一の 状況 を 別 様に 定義し、 環境に 対して 選択 的に 
反応す る ことになる。 だから 〔例えば〕 、 スラム街 を 歩いて いる 売春婦と ソー シャル • ヮ 
一力 一とで は、 それぞれ 異なった 事柄に 注意 を 向ける 〔ことになる〕 。 ゆえに 社会学 者 は、 
他の 人々 が 観察し 損なう 〔ような〕 種々 の 関連性 を 捕捉し なければ ならない。 パース ぺク 
ティブの 変化が どのような もので あれ 一一 例えば、 初めて 親になる こと、 誰かが 数 か 月の 
後に 死ぬ こと を 知る こと、 あるいは 用意周到な 計画の 失敗 を 経験す る こと 〔による パース 
ぺク ティブの 変化な ど〕 一一、 それ は、 人々 が、 以前に は 見落とし ていた 種々 の 事柄に 気 
づ くように、 またよ く 知っている 世界 を 異なった 観点から 見る ように 仕向ける。 ゲーテ も 
主張した ように、 歴史が 絶えず 書き 変えられ るの は、 証拠と なる 新たな 文書が 発見され る 
から、 とレ、 うより はむしろ、 歴史家た ちの パースペクティブの 変化に よって 〔既存の〕 デ 
ータ から 新たな 知見の 抽出が 行われる から、 なので ある。 

文化と は、 レッドフィールドの 用法に も 見られる ように、 ある 特定の 集団に 参与して い 
る 人々 によって 分 有されて いる パースペクティブ を 指す ものである。 〔レツ ドフ ィール ド 
によれば〕 文化と は、 「行為 や 触 知し うる 人為 物に 顕著に 認められる 慣習 的な 理解」 力、 ら 
成り立つ ており、 そうした 慣習 的な 理解が 「種々 の 社会 を 特徴 付けて いる」 5)。 このよう 
な 慣習 的な 理解が 行為の 前提と なって いるが ゆえに、 共通の 文化 を 分 有して いる 人々 は、 
共通の やり方の 行為に 従事す る ことになる。 文化と は 静態 的な 実体で はなく 持続的な 過程 
である。 換言すれば、 規範と は、 社会的 相互作用 において、 日々、 形成 • 再 形成され ると 
いう 形で 再 確認され ている ものである。 集合的な トランス アクション 〔 9 〕 に 参与して いる 
人々 は、 あらかじめ 定められた 種々 の 予期に 基づいて 互いに 接触し あう。 そして、 予期 さ 



9 原語 は 「transaction」 である。 この 語 を 「トランス アクション」 と、 そのまま カタ カナ 
書きで 訳出 • 表記す るに 際して は、 次の 文献 を 参照した。 N* ルーマン 著/佐 藤 勉 監訳、 
1995 年 『社会 システム 理論 （下巻） 』 恒星 社 厚生 閣、 567-8 頁。 なお、 ルーマンの 社会 シ 
ス テム 理論 を、 シン ボリ ック 相互作用 論の 潮流の 延長 線 上に 位置づけよ う とする 研究に 次 
のおの 力、 あん T. Kuwabara and K. Yamaguchi, z013, An Introduction to toe Sociological 
Perspective of Symbolic Interactionism: Revised Edition, Journal of Economics and Sociology, 
Kagoshima University (http://hdl.handle.net/10232/16983) ,80, p. 121 ；船津 衛、 19フ6 年 『シ 
ン ボリ ック 相互作用 論』 恒星 社 厚生 閣、 10 頁。 
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れ たこと が 実現され る ことで、 人々 の パースペクティブ は 引き続き 確証され 強固な ものと 
なる。 それぞれの 文化的 集団に 属する 人々 は、 このような やり方で、 互いに 相手の パース 
ぺク ティブ を 間断な く 支持し 合って いる。 各々 予期され たやり 方で 他者た ち に 反応 し 合 う 
ことで 〔互いの パースペクティブ を〕 支持し 合って いるの だ。 こうした 意味に おいて、 文 
化と は、 コミュニケーションの 所産で あると いえる。 

ミード は、 内的で 心理的な 社会 統制に 関する 彼の 議論に おいて、 人々 が 「一般化 された 
他者の 役割 を 取得す る こと」 について 述べて いたが、 この ことによって 彼が 意味して いた 
の は、 人々 は 各々 自らの 集団が 有する 文化の 観点から 自らの 世界に 働き かける、 とレ、 うこ 
とで ある。 人々 は 各々、 自らが 参与して いる 集団の 準拠 枠に したがって、 知覚し、 思考し、 
種々 の 判断 を 下し、 自ら を 統制す る。 人間 は、 種々 の 対象 や 他者た ちゃ 世界 や 自分自身 を、 
他者た ちと 分 有して いる パースペクティブ を 通じて 定義す る。 だから、 その 人 はこれ から 
しょう と 思って いる 行為の 方向 性 を、 この 一般化 された 観点から 心の 内に 描く ことができ 
る し、 他者た ちの 反応 を 予期 したり、 望ましく ない 諸 衝動 を 抑制 した りする こと もで き る。 
このよう にして、 自らの 行為 を 方向 付ける ことができ るので ある。 社会化 された 人間と は 
社会の 縮図で ある。 すなわち、 人間 は、 自らが 他者た ちに 対して 定めて いるのと 同じ 行動 
基準 を 自らに も 定めて おり、 他者た ちと 同様の 観点から 自ら を 判断して いる 〔存在な ので 
ある〕 。 人間 は、 他者た ちが 不在のと きで さえ、 状況 を 適切に 定義し 得る し、 自らの 義務 
を 果たす ことができる。 なぜなら、 既に 指摘した ように、 人間の パースペクティブ は、 い 
つで も 他者た ちの 種々 の 予期 を 考慮に 入れて いるから である。 以上の ように、 他者た ちと 

同様の 観点から 状況 を 定義す る この 能力 こそが、 自己 統制 を 可能に している ので ある 6)。 
ミードが、 一般化 された 他者の 役割の 取得に ついて 述べた とき、 彼 は 人々 〔それ 自体〕 に 
言及して いたので はなく、 トランス アクションに 従事して いる 他者た ちに 分 有されて いる 
パースペクティブに 言及して いたので ある。 

したがって、 多岐に わたる 種々 の 社会的 文脈に おける、 ある 人間の 行動の 一貫性 は、 そ 
の 人の 組織化 された パースペクティブの 観点から 説明され 得る。 いったん 人間が その 人の 
集団から 特定の 見地 を 取り入れ ると、 それ は その 人の 世界に 対する 適応 方針と なり、 また、 
その 人 はこの 準拠 枠 を あらゆる 未知の 状況に 向ける ことになる。 だから、 移民 や 旅行者た 
ち は、 彼らが 目に する 見慣れない 事柄 を しばしば 誤って 解釈す る ことがあ るし、 筋金入り 
の 共産主義者なら、 状況の 一つ一つ を 共産主義者 ではない 人々 と は 別 様に 定義す る こと だ 
ろう。 準拠 集団行動 は、 一般に、 複数の 選択肢からの 選択が 可能と 考えられる 諸 状況に お 
いて 研究の 対象と なる が、 〔当の〕 行為者 自身 は、 しばしば 他の 選択肢が ある ことに 気付 
いていない ことが 多い。 

人々 は、 彼らが 参与して いる 集団に 特有の 観点から、 何 か を 考え 何 か を 感じ、 また 種々 
の 事柄 を 捉える、 という 命題 は、 人類学 や 知識 社会学の 研究者た ちに よって 繰り返し 強調 
されて きた 古くから ある ものの 一つで ある。 ならば なぜ、 過去 十 年の あいだに 突然に 準拠 
集団 理論に 関心が 寄せられる ようになった のか。 準拠 集団と いう 概念 は、 実際のと ころ 古 
く から 馴染みの ある 理論に 多少の 改良 を 施した もの だが、 現代 大衆 社会に 特有の 諸 特徴が 
その 必要性 を 生じせ しめたの である。 第一に、 現代 社会に おいて は、 特別な 問題が 次の よ 
うな 事実から 生じて いる。 すなわち、 人々 は 時に、 そこにお いて 彼らが 成員と はみ なされ 

てはいない 集団の 基準 を 用いる こと も あるし、 時には 彼らが これまで 直接に は 参与した こ 



とが 決してない 集団の 基準 を 用いる こと も あるし、 また ある 時には、 そもそも 存在し ない 
集団の 基準 を 用いる こと も ある、 という 事実で ある。 第二に、 我々 の 暮らす 大衆 社会 は、 
目下のと ころ 文化の 多元的 共 在に よって その 特徴 付けが 与えられて いるが、 この 社会に お 
いて は、 人々 は 各々 複数の 様々 な パースペクティブ を 内面 化し、 また この ことが、 時折 人 
々を 困惑させる よう な 種々 の ジレンマ を 生じせ しめ、 その 体系的な 研究の 必要性 を 求めて 
いる。 最後に 〔次の こと を 述べて おきたい〕 。 すなわち、 準拠 集団 理論の 発展 は、 社会 心 
理学と 集団生活の 主観的 側面に 対する 関心の 増大と、 客観的な 社会 構造に 対する 支配的な 
関心が、 そ う した 構造 を 識別 可能な ものにし ている 規則的な 諸 活動に 従事して いる 参与者 
たちの 種々 の 経験に 対す る 関心に 移行 した こと、 この 二つの 流れに よって 促進され てきた 
ので ある。 

したがって、 準拠 集団と は、 その 見地が 行為者に よって その 人の 知覚 領域 を 組織化す る 
際に 準拠 枠と して 用いられる、 そうした 集団 を 指す ことになる。 規模に おいても、 構成に 
おいても、 また その 構造に おいても、 著しく 多種多様な あらゆる 集団が 準拠 集団と なり 得 
る。 ほとんどの 人々 にと つて 最も 重要な もの は、 彼らが 直接 参与して いる 集団 —— すな わ 
ち 所属 集団と 呼ばれて きた もの 一一 とりわけ、 〔互いに〕 第一 次 的 関係に ある 多くの 人々 
から 構成され る 集団で ある。 とはいえ、 トランス アクションの なかには、 人々 が 何ら かの 
社会的 力 テゴ リー に 帰属 さ れた パース ぺク テ ィ ブを 取得して い る、 そうした もの も ある だ 
ろう。 その 社会的 カテゴリーと は、 社会 階級で あったり、 エスニック 'グループであった 
り、 既存の コミュニティに 所属して いる 人々 であったり、 果て は、 何ら かの 特別な 利害に 
関心 を 持って いる 人々 であった りする。 他方で は、 想像 上の もの も 準拠 集団と なり 得る。 
例えば 次の ような 場合が そうで ある。 「前衛の」 芸術家た ちゃ、 「全人 類」 のために 研究 
している 科学者た ち、 または 「後世」 のために 寄附 活動 を 行って いる 慈善家た ちな どが 挙 
げられ る。 そのような 人々 は、 まだ この 世に 生まれて きていない 人々 に 帰属され た 根拠の 
ない 仮定 上の パースペクティブから 自らの 努力 を 評価して いる。 ある 遠い 過去 を 心の糧に 
して 生き、 歴史上の ある 時期 を 理想化し、 「古き 良き 時代」 を 懐かしく 恋しく 思いながら 
生きて いる 人々、 すなわち、 遥か昔に 他界した 人々 に 帰属され た 観点から 現在の 種々 の 出 
来 事 を 批判して いる 人々 もい る。 それゆえに、 準拠 集団と は、 規範の 内面 化 を 通して 生じ 
る ものな ので あり、 それ は、 個人が 自らの 行為 を その 人に 対して 組織化す る、 そうした 何 
ら かの 観客に 帰属 さ れた 種々 の 予期の 構造 を 形作 る ものな ので ある。 

社会的 世界の 構成 

デュー ィも 強調した ように、 社会と は、 コミュニケーション において、 また コミュニケ 
ーシ ヨン を 通じて 存在す る 〔 1() 〕 。 別の 観点から 述べるならば、 共通の パースペクティブ 
—— 共通の 文化 —— は、 種々 の 共通の コ ミ ュニケ ーショ ン • チャンネルに 参与す る こと を 
通じて 生まれる。 集団に おいて 分 有されて いる パースペクティブが 内面 化される の は、 〔こ 
の〕 社会的な 参与 を 通じてで ある。 この 命題が たびたび 語られて きた にもかかわらず、 そ 
れが 示唆す る 詳細に ついては、 と り わけ 大衆 社会の 分析に 対する 示唆の 詳細に ついては、 



10 Cf. J. Dewey, 1926， Experience and Nature, Open Court Publishing, pp. 166-207. (=1997 年 

河 村 望 訳 『 「デュー ィ= ミード 著作 集 （4) 」 経験と 自然』 人間の 科学 社、 178-217 頁。 ） 
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あまり 理解され ていない。 見地の 多様性 は、 分化した 接触と 結びつきから 生じ、 社会的 距 
離の 維持 一 それ は、 凝 離、 コンフリクト、 または 単に 異なる 文献 を 読む こと 〔など〕 を 
通じて 成立す る ことになるが —— は、 種々 の 独自の 文化の 形成へ と 繋がる。 したがって、 
異なる 社会 階級に 属して いる 人々 は、 異なる 生活様式と 見地 を 発達させる 〔ことになる〕 
が、 それ は 決して、 経済的 地位に 固有の 何 かによ る ものな ので はない。 そうで はなく、 そ 
れは、 職業の 類似 性 と 所得 レベルに よ つ て 設定 さ れた 種々 の 制約が、 彼 ら を 何 ら かの 制限 
された コ ミ ュニケ ーショ ン • チャンネルに 選り分ける ことに 起因す る ものな ので ある。 異 
なった エスニック • グループに 属する 人々 は、 彼ら 自身の 独自の 文化 を 形成す るが、 それ 
は、 彼らの 一体感が、 彼ら をして、 互いに 親しく 相互作用 する ように 促し、 部外者た ちに 
相対す る 時には、 距離 を 置いた 状態 を 維持す るよう 促す からで ある。 社会心理学 における 
様々 な 知的 伝統 一 すなわち、 精神分析、 尺度 分析、 ゲシュタルト 〔心理学〕 、 プラグ マ 
テ イズム —— は、 それぞれの 伝統に 依拠して いる 人々 が、 共感 的な 眼差し を 自らの 学派の 
業績に のみ 限定し、 軽蔑 や 敵意 を もって 他 学派の 業績 を 捉える 限り、 その 分離した 状態 を 
止む こと はない。 社会科学 者た ちの なかには、 多くの アメリカの 人々 の 実態に 疎い 者た ち 
もい る。 というの も、 彼ら は 、マス' メディア、 とりわけ テレビ を 見ない ようにし ている 
力、、 もしくは 見る としても、 人 を 見下す ような 態度で しか 見ない からで ある。 ァヴ アン ギ 
ャ ルドが 「国際的な もの」 とみな すその 見地で さえ、 文化的に 拘束され たもので ある。 と 
いうの も、 それ もまた、 制限され た コミュニケーション 'チャンネルへの 参与の 所産の 一 
つに 他なら ないから である。 そうした チャンネルに は、 種々 の 書籍、 雑誌、 会合、 展示会、 
そして 中産階級の ほとんどの 人々 にと つて 立ち入り禁止 となって いる 居酒屋 〔など〕 が あ 
る。 中世 主義者が、 その パースペクティブ を、 書籍 を 読む こと を 通じての み 獲得す る 場合 

〔など〕 がそう であるよ うに、 社会的な 参与 は、 ある 他者の 経験 を 想像 上で 受け止める、 
という 〔類の〕 もので さえ あるか もしれ ない。 

ちょっと 観察した だけで も、 それに 基づいて ァメ リカ 人が 生活して いる 基準に 驚く ほど 
多様性が ある ことが 明らかになる。 現代 大衆 社会 を 特徴 付ける 種々 の 非 一貫性と 矛盾 は、 
数多く の コミュニケーション • チャンネル や、 それらに 対する 参与の 容易 さの 所産で ある。 
相対的に 孤立した 社会の 研究に あたって、 人類学者 たち は、 地理学の 用語に おいて 「文化 
領域」 について 有意 味に 語る ことができる。 そうした 社会に おいて は、 共通の 文化 は 領域 
的 基礎 を 持って いる 〔といえる〕 。 というの も、 一緒に 暮らして いる 人々 だけが 相互作用 
を 行う ことが 出来る からで ある。 しかしながら、 現代 産業 〔化〕 社会に おいて は、 高速 輸 
送 手段 及び マス • メディアの 発達に よって、 地理 的に 散在す る 人々 も 効果的に コミュニケ 
ーシ ヨン を 行う ことができる。 文化 領域 はコ ミュニ ケーシ ヨン • チャンネルと 同一の 拡が 
り を 持つ。 すなわち、 コミュニケーション 'ネットワーク は、 もはや 領域 的 境界と は 同一 
の 拡がり を 持って いないため、 そうした 文化的 諸 領域 は 互いに 重なり合い、 その 領域 的 基 
礎 を 失って しまって いる。 そのため、 隣人た ち 〔さえ〕 も 〔が〕 完全に 見知らぬ 人で あり 
得る。 また、 その 世界に 特有の 共通の 用語 法に おいてさえ、 パースペクティブの 多様性が 
直感的に 認識され る。 また 我々 は、 様々 な 社会的 世界に 住む 人々 について 〔日常 的に〕 有 
意味に 語って いる。 例えば、 学界、 子どもの 世界、 上流社会 などなど。 

実際のと ころ、 現代 大衆 社会 は、 気が 遠くなる ほど 多様な 社会的 世界から 構成され てい 
る。 その 各々 が、 一つの 組織化 された 見地と なって おり、 互酬 的な 相互作用 のなかに ある 
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人々 から 作られて おり、 それゆえに 各々 の コミュニケーション. チャンネル は、 それぞれ 
〔互いに〕 分離した 世界 を 生み出し ている。 おそらく、 一体感と 連帯感が 最も 強く 見いだ 
され 得る の は、 様々 な コミュニティ 的 構造に おいてで ある。 例えば、 犯罪 社会、 エス ニッ 
ク' マイ ノリ ティ、 社会的 エリート 〔の 集団〕 などが それで ある。 そうした コミュニティ 
は、 しばしば 空間 的に 凝 離して おり、 その 状態 は、 そうした コミュニティ を 〔その〕 外の 
世界から 一層 孤立させる。 その 一方で、 「口コミ」 と 外国語の 新聞が 内部の 接触の 機会 を 
もたらし ている。 もう 一つの よく ある タイプの 社会的 世界 は、 アソシエーション 的 構造 か 
ら 構成され ている。 例えば、 医学界、 労働組合の 世界、 演劇界、 高級 ナイ トク ラブの 常連 
たちの 世界な どが それに あたる。 これらの 世界 〔の 内部に いる 人々〕 は、 各々 の 場所に お 
ける 任意の 人々 による 〔直接的な〕 種々 の 結びつきに よっての みならず、 『バラ エティ』 
〔"〕 のよう な 定期刊行物 や、 専門 誌 や 新聞の 特集記事に よっても また、 互いに 結びつき 
合って いる。 最後に、 緩やかに 結びつきあった 特別な 関心に 基づく 〔社会的〕 世界 を 挙げ 
てお こう。 すなわち、 スポーツの 世界、 切手 収集家の 世界、 昼 ドラの 世界な ど、 マス • メ 
ディアの 番組 や 『フィールド' アンド' ストリーム』 〔 12 〕 のよう な 雑誌に よって 提供 さ 
れる 世界が ある。 こうした 世界 は 各々、 一つの 秩序 を 成して いる。 それ は 規則 化された 相 
互 反応の 世界で ある。 各々 の 世界 は、 何ら かの 構造 を もった 領域で あり、 そうした 構造 は 
他者た ちの 行動の 適切な 予期 を 可能と し、 それが ゆえに、 そこ は 個人が 安心感と 信頼感 を 

もって 行為し 得る 領域と なって いる 7)。 という わけで、 社会的 世界 は、 各々、 一つの 文化 
的 領域で あり、 その 境界 は 〔物理 空間 的な〕 領域に よって 設定され る もので もな く、 集団 
への 公式の 帰属 関係に よって 設定され ている もので もない。 それ は、 効果的な コミュニケ 
ーシ ヨンの 限界に よって 設定され ている ものである。 

多様な コミュニケーション • チャンネルが 在り、 それ は、 安定性と 範囲に おいて 異なる。 
そのため、 社会的 世界 は、 参与者た ちの 構成、 規模、 そして 領域 的 分布に おいて 異なる。 
局地的 カルト 集団の ように、 規模が 小さく、 人口が 集中して いるもの も あれば、 知識人の 
世界の ように、 規模が 大きく、 その 参与者た ちが 散在して いるもの も ある。 世界 は その 境 
界の 範囲と 明瞭 性に おいて 異なって いる。 すなわち、 各々 の 世界 は、 ある 種の 範囲に よつ 
て 線 引きされ ている が、 この 線 引き は、 広い 場合 も あれば、 狭い 場合 も あるし、 明瞭な 場 
合 も あれば、 曖昧な 場合 も ある。 社会的 世界 は 人類 社会 〔全体〕 と 同一の 拡がり を 持つ も 
ので はない、 という こと は 認識され ている。 例えば、 犯罪 社会の 人々 は、 部外者た ちが 彼 
らの 価値観 を 共有して いない こと を 良く 自覚して いる。 〔社会的〕 世界 は、 排他 性と その 
世界が 参与者た ちに 要求す る 忠誠の 程度に おいて 〔も〕 異なる。 なかで も 最も 重要な こと 
は、 社会的 世界と は、 静態 的な 実体で はない、 という ことで ある。 だから、 分 有されて い 
る パースペクティブ は、 絶えず 再構成の 只 中に 在る 〔とレ 、うこと になる〕 。 社会的 世界 は、 
コミュニケーション 'チャンネルの 確立 を もって 〔はじめて〕 成立す る。 そのため、 生活 
状況が 変化 すれば、 社会的 関係 〔 13 〕 も 変化す る ことがあ るし、 その 結果と して、 これら 



11 Variety ： 米国の 芸能 系 雑誌。 

12 Field and Stream ： 米国の 月刊 ァゥ ト ドア 系 スポーツ 雑誌。 

13 原語 は 「social relationships」 である。 通常、 社会学に おいて 用いられる 「社会 関係 （social 
relations) 」 （http:〃www.webcitation.org/6G289v387) と は 異なり、 「交流 範囲」 ないし は 
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の 世界が 消滅す る 場合 も ある。 

どの 社会的 世界 も、 ある 種の コミュニケーション. システム を 持って いる （それ は 多く 
の 場合、 人々 の 結びつきが 分化した ものに 過ぎない が） 。 そこにお いて、 その 世界 特有の 
論議 領域が 発達し、 時に 隠語 も 発達す る。 その 世界に 特有の 意味と シンボル は、 部外者と 
の 差異 を 一層 際立た せ、 彼らとの 社会的 距離 を 〔より 一層〕 増大させる。 各々 の 社会的 世 
界に は、 その 世界 特有の 行動 規準、 一連の 価値、 威信 をつ かむ ための その 世界 特有の 階梯、 
その 世界に 特徴 的な 出世の 路線、 そして、 その 世界に 共通した 人生に 対する 見地、 すな わ 
ち 世界観の ような ものが ある。 エリート 集団の 場合、 そこに 所属す る 人々 に対して のみ 維 
持され る 社交 儀礼の ような ものまで もが 生まれる かもしれ ない。 他方で、 マナーの 悪さが 
予期され る 可能性の ある 人々 は、 幾分 人間より 劣る 存在と して 排除され る ことになる。 こ 
のように、 社会的 世界と は、 認識され た 秩序で あり、 それ は、 そこにお いて 各々 の 参与者 
が 〔それぞれの〕 出世の 道筋 を 切り開き、 自らの 地位 を 維持し 高めよう とする 舞台と して 
機能す る ものである。 

現代 大衆 社会に おける 〔日常〕 生活の 特徴の 一つ は、 多様な 社会的 諸 世界への 同時 的 参 
与で ある。 個々 人が 多く の コミュニケ ーショ ン • チャンネルに 接する 際の その 容易 さが ゆ 
えに、 人々 は 区分 化された 生活 を 送って いる 場合が ある。 その 場合、 人々 は、 多くの 相互 
に 関連 を もたない 複数の 活動に 継続的に 参与す る ことになる。 さらに、 社会的 世界の 特定 
の 組み合わせ は 人に よって 異なる。 そして この ことが、 ジン メル をして 次のように 断言せ 
しめた ものである。 すなわち、 個人 は 各々、 複数の 社会 圏の 独自の 組み合わせが 交差す る、 
その 点の 上に 立って いる、 というの がそれ である。 この 幾何学 的 類比 は 格好の ものである。 
というの も、 それ は、 組み合わせの 無数の 可能性と 各々 の 社会 圏への 参与の 様々 な 度合い 
を 我々 が 認識す る こと を 可能に する からで ある。 人間が 行って いる こと を 理解す るた めに 
は、 我々 は その 人間の 独自の パース ぺク ティ ブを 把握 し な ければ な ら な レ 、 —— すな わ ち 、 
その 人が 何 を 当然 視 している 力、、 その 人が 状況 を どのよ う に 定義して いる 力、、 その 仕方 〔の 
双方 を 把握し なければ ならない〕 —— 。 とはいえ、 加えて 我々 は、 大衆 社会に おいて、 人 
々が そこにお いて ある 特定の 行為に 参与して いる 社会的 世界に ついて 知識 を 得なければ な 
ら ない。 

忠誠と 反応の 選択 的 特性 

各々 の 人々 が、 無数の パースペクティブ を 内面 化して いる 大衆 社会に おいて は、 当然な 
がら、 何ら かの 不調和と コンフリクトが 存在す る。 しかしながら、 集団への 所属と 参与の 
重複 は、 必ずしも 困難 を 招く こと はない し、 それ は 通常 気に とめられる こと もない。 ほと 
ん どの 人々 にと つて、 〔複数の〕 準拠 集団 は 相互に 支え 合って いる 状態に ある。 かく して、 
戦場での 危険な 任務に 志願す る 兵士 は、 彼の 家族に 心配 を かける かも しれない が、 彼 は 家 
族の 価値観に 反する 行動 を 取って いる わけで はない。 この場合、 その 人の 家族 も 仲間 も、 
双方と もに 勇気 を 奨励し 臆病 を 軽蔑す る。 例えば、 有名な 暴君 役員が 妻の 前で はおとな し 



「交際 相手」 という 意味合いが 強い 語で あると 判断し、 「社会的 関係」 と 訳した。 ちなみ 

に、 『社会学 小 辞典』 （濱嶋 朗 ほか 編、 1977 年、 有斐閣） において は、 「社会 連結」 と 
訳されて いる。 
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い、 といった 場合の ように、 〔ある 一人の 人間の〕 行動が 一貫して いない 場合が あるが、 
もし、 トランス アクションが 離れた 文脈で 起きて いる 場合に は、 それが 気付かれる こと は 
ない。 大半の 人々 は、 多 かれ 少な かれ コンパートメント 化された 生活 を 送って おり、 一連 
の トランク ァ クシ ョ ンに 参与す るな かで、 ある 社会的 世界から 別の 社会的 世界へ 移行す る 

〔こと は 日常 的な ことで ある〕 。 各々 の 社会的 世界に おいて、 彼ら 参与者た ちの 役割 は異 
なり、 また、 他の 参与者た ちとの 関係 も 異なり、 その 結果、 彼ら は、 各々 の パー ソナ リテ 
ィの 異なった 側面 を 表に 出す ことになる。 人々 は、 あまりに こうした 生活様式に 慣れて し 
まってい るが ために、 彼ら はこの 区分 化 にもかかわらず、 何とかして 自分自身 を 合理的に 
一貫した 人間と して 捉えよ う とする が、 彼らの 種々 の 行為が 一貫した パターン をな してい 
ない ことに 気づく こと は 一般的に ない。 

人々 は、 自分自身に 互いに 葛藤した 要求が 課せられ、 〔かつ〕 その すべてが おそらく 充 
足され 得ない 状況に 連続して 直面して はじめて、 異なる 見地の 存在 を 鋭く 認識す るよう に 
なる。 人々 は、 一般に 困難な 決断 を 避けよう とする が、 そうした 種々 の 地位の ジレンマと 
矛盾 は、 二つの 社会的 世界に おける 一つの 選択 を 強いる ことがある。 こうした コンフ リク 
トは、 原則的に、 同じ 状況 を 定義す る 方法の 二者択一 であり、 それ は 適用 可能な パース ぺ 
ク ティブが 幾つか ある 際に 生じる。 ウィリアム' ジ エームズの 言葉に 次の ような ものが あ 
る。 すなわち、 「一人の 人間と して、 私 は あなたに 同情す る。 しかし、 役人と して、 私 は 
あなたに 慈悲 を 示す わけに はいかない。 政治家と して、 私 は 彼 を 盟友と みなす。 しかし 道 
徳家 として、 私 は 彼が ひどく 嫌いで ある」 〔 14 〕 。 相 異なる 様々 な 社会的 世界に おいて 種 
々の 役割 を 果たすな かで、 個人 は 異なる 予期 を 他者た ちに 帰属させる が、 その 〔予期の あ 
いだの〕 差異に いつでも 折り合い をつ ける ことができる わけで はな レ、。 ここでの 問題と は、 
状況の 定義に 用いる パースペクティブの 選択、 という ものである。 ミードの 用語で 言うな 
らば、 どの 一般化 された 他者の 役割 を 取得す るべき なのか、 という 問題で ある。 忠誠の 問 
題が 生じる の は、 択一的な 定義が 可能な 状況に おいての みで ある。 

一般に、 上記の ような コンフリクト は 一時的な ものである。 だが、 危機 的な 状況に おい 
て は、 別の 状況で は 目に とまる こと もない ような 矛盾が あらわと なり、 痛み を 伴う 選択が 
強いられる。 しかしながら、 統合 度の 低い 社会に おいて は、 そうした コンフリクトに 絶え 
ず 悩まされ、 また そのこと を 自覚して いる 人々 もい る。 黒人の 知識人、 異 民族 間の 結婚に 
よって 生まれた 子供た ちゃ 移民の 子供た ち、 工場長、 専門職に 就いて いる 女性、 従軍 牧師。 
こ う した 人々 は 皆、 高度に 組織化 された 構造の 隙間の なかで 生活 を 送って いる。 彼ら は 皆、 

マージ ナル • マンな ので ある 8)。 ほとんどの 場合、 彼ら は、 その コンパートメント 化され 
た 〔日常〕 生活に おいて、 自らの やり方 を 何とか 貫き通 そうとす るが、 頻繁に 個人的 不適 
応が 生じて いるよう である。 極端な 場合に は、 記憶喪失 や 人格 分離が 生じ 得る。 

〔人々 にと つて〕 準拠 集団が 重要な ものと なる の は、 多くの場合、 個人が 二つない し は 
それ以上の 組織化 された パースペクティブ 間の 選択の 必要性に 迫られる ような 状況に 関わ 
つたと きに 生じる。 準拠 集団の 選択 —— その パース ぺク ティブが 当然 視 されて いる 集団の 
規範への 同調 —— は、 個人の 対人関係の 関数で ある、 という 仮説が これまで 提示され てき 



14 W. James, 1890， The Principles of Psychology, Henry Holt and Company, p.295. なお 同書 

に は 抄訳が ある。 松 浦 孝 作 訳、 1940 年 『心理学の 根本 問題』 三 笠 書房。 
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た。 知覚され た 経験 を 組織化す るた めの 基盤と して、 ある 集団の 文化が どの 程度 機能す る 
か は、 その 見地 を 分 有して いる 他者た ちと その 個人との 関係、 及び、 その 個人の その他 者 
たちに 対する 忠誠 次第で 決まる。 したがって、 集団に おける 他者た ちとの 個人的 関係が 悪 
化する と、 時折、 連敗 を 経験した 部隊に 生じる ように、 その 規範 は 拘束力 を 失い、 その 部 
隊は パニック のうちに 崩壊す るか もしれ ない。 同様に、 後期 青年期に おける 親子 間の 個人 
的 関係の 変容 に 伴 つ て 、 両親の 願望 と 基準の 拘束力 はし ば し ば 低下す る 。 

上述の ことに 加えて、 準拠 集団の 選択 は、 その 社会的 世界の 重要な 他者に 対する 個人の 
忠誠に 依拠す る、 という ことが 提唱され てきた。 サリヴ アンに とって 「重要な 他者」 と は、 
規範の 内面 化に 直接的な 影響 を 与える ような 人々 のこと である。 社会化と は、 特定の 人々 
との 経験の 漸進的な 蓄積の 所産で あり、 とりわけ、 個人が 第一 次 的 関係 を 取り結んで いる 
人々 との それで ある。 そして 重要な 他者と は、 実際に は、 その 個人の 能力、 価値、 見地の 

涵養に 関与して いる 人々 のこと である 9)。 おそらく 重要な こと は、 人間が 重要な 他者と 取 
り 結んで レ 、る 感情的 紐帯の 特徴で ある。 重要な 他者が 愛情 と 思慮 を もって 自 分 を 扱って き 
て くれたと 考える 人々 は、 あら ゆる 状況 下で 拘束力 を 有した 個人的 義務感 を 持って お り 、 
また、 彼ら は、 多大な 個人的 犠牲 を 払うよう な 局面に おいてさえ、 忠誠 を 尽くす だろう。 
しかしながら、 第一 次 的 関係 は 必ずしも 思い通りの ものと は 限らない。 その 場合、 当の 個 
人の 反応が 後ろ向きに なること もあろう。 ある 人が その 人に とっての 重要な 他者の 予期 を 
充分に 把握して いる 場合、 その 人 は、 わざわざ 無理 をして まで その 重要な 他者た ち を 拒絶 
する こと も あるか もしれ ない。 この こと は、 少数民族 における 適応 方針の 分岐 を 説明す る 
ものである。 そこで は、 両親の 文化に そのまま 従う 者 も いれば、 より 広い 世界に 同化す る 
ために 必死に 藻搔 こうと する 者 もい る。 現実の 生活の 不確実 性から 身 を 引き、 書物で 出会 
つた 登場人物との 想像 上の 関係 を 通じて 獲得した パースペクティブ に対して、 忠誠 心 を 確 
立す る 人 もい るか も しれない 10)。 

パースペクティブ は、 絶えず 現実 〔との 関わり〕 によって 検証され る こと を 余儀なく さ 
れる。 知覚 はすべ て 仮説と して 存在して いる。 人々 は 〔それぞれ〕 各々 の 観点から 種々 の 
事柄 を自 明視して いる。 そのため、 各 状況への 人々 の アプローチ は 〔各々 が 有する〕 一連 
の 予期 を 伴う ことになる。 この場合、 トランス アクションが 実際に 予期 通りに 生じれば、 
その パースペクティブ それ 自体 も 強化され る ことになる。 つまり、 他者た ちの 肯定的な 反 
応が、 パースペクティブの 妥当性 を 支える ので ある 11)。 とはいえ、 大衆 社会に おいて は、 

他者た ちの 反応 は 変化に 富んで いるた め、 準拠 集団の 研究に おいて は、 ま の 肯定的 反応が 
特定の 観点 を 維持す る ことになる のか、 それ を 確定す る ことが その 〔研究 上の〕 問題と な 

る。 

大衆 社会の 研究 

現代 大衆 社会が 有する 分化した 特性の ゆえに、 準拠 集団と いう 概念 やその 代わり となる 
何ら かの 適切な 概念 は、 その 分析に 用いられる 現実に 即したい かなる 概念 体系に おいても、 
いつでも 中心的な 位置 を 占める ことになるだろう。 既に 指摘した ように、 その パース ぺク 
ティブが、 行為者に よって その 人の 知覚 経験 を 組織化す るた めに 用いられる 準拠 枠と して 
採用され ている、 そうした 集団 を 指す 用語と して 用いられる とき、 この 概念 は 最も 有用な 
ものと なる だろう。 組織化 された パースペクティブ は、 共通の コミュニケーション 'チヤ 
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ン ネルに 参与す る こと を 通じて 生じ、 そうした 参与 を 通じて 分 有される ようになる。 また 
大衆 社会の 多様性 は、 種々 の チャンネルの 多様性と そう した チャンネルに 個人が 参与で き 
る、 その 容易 さから 生じる。 

大衆 社会と は、 多様化 • 多元 化した ものであるの みならず、 絶えず 変化して いるもので 
も ある。 生活 条件の 相次ぐ 変容 は、 社会的 関係に おける 変化 を 余儀なく し、 いかなる 分析 
も それが 十分な ものである ために は、 こ う した 変容の 過程 それ 自体の 研究 を 必要と する。 
ここにお いて、 準拠 集団 概念 は 決定的に 重要な ものと なり 得る。 例えば、 突然の 転向から 
漸進的な 同化に 至る まで、 あらゆる 形態の 社会 移動 は 本質的に 準拠 集団の 取り替え として 
捉えて よいだろう。 というの も、 そうした 状況に は、 ある 社会的 世界の 要請に 対する 反応 
の 喪失と、 別の 社会的 世界の パースペクティブの 採用 〔の 双方が〕 含まれて いるから であ 
る。 最初に 個人的 関係の レベルに おいて 不満が 生じ、 次いで 義務感の 低下、 旧来の 要求の 
拒絶、 新たな 忠誠の 確立、 そして 新しい パースペクティブの 内面 化が 生じる、 という 仮説 
が 成 り 立ち 得る。 マージ ナルな 役割に 身 を 置いて いる あらゆる 人々 に 特徴 的な 種々 のコン 
フ リク トは、 社会 変動 過程の 断面 解析の 機会 を もたらす、 という 意味に おいて 特に 興味深 
いもので ある。 

大衆 社会に おける 人々 の 行動の 分析に おいて は、 次の こと を 見極める ことが 極めて 重要 
な 問題と なる。 すなわち、 個人 は 状況 を どのように 定義して いるの か、 どの パース ぺクテ 
イブ を 用いて そう した 状況の 定義 を 行う に 至った のか、 その 人の 反応が 彼らの 立場に とつ 
て 必要な 肯定と 支持 を 提供す る、 そうした 観客 を 構成す るの は 誰な のか。 この 問題 は、 行 
為 者が 他者た ちに 帰属 させて いる 種々 の 予期、 また その 人が 参与して いる コミュニケ ーシ 
ヨン 'チャンネル、 そして 彼が その 人と 自分自身 を 同一 化して いる 〔ある 特定の〕 人々 と 
の 関係、 これらの ことに 〔研究者が〕 焦点 を 絞る 必要性 を 喚起す る。 コンフリクトに 関す 
る 研究に おいて は、 研究 対象 者た ちが 心の 内に 描いて いるものが 着想 豊かな 情報源 を 提供 
する。 ものごと を 決め かねてい る その 時々 に、 疑念と 混乱の 最中に、 彼らの 心象に 誰が 現 
れる 力、。 この やり方で 重要な 他者 を 特定す る ことが 出来る 〔 15 〕 。 

現代 大衆 社会の 分析が 十分な ものと なる ために は、 各々 の 行為者の 自らの 世界に 対する 
適応 方針が 継続的に 再構成 される、 その やり 方 を 記述す る た めの 諸 概念 と その 操作 方法の 
発展が 必要と なる。 知覚 は 選択 的で あり、 パースペクティブ は 〔人々 によって〕 異なる た 
め、 異なった 事柄に 注意が 向けられ、 同じ マス • メディアに 接して いる 人々 において さえ、 
一連の 多様な イメージが 漸次 生じる。 準拠 集団 概念 は、 分化した 人々 の 結びつきと 忠誠 を 
簡潔に 示し、 ひいては、 選択 的 知覚の 研究 を 促進す る。 したがって、 この 概念 は、 我々 が 
そのな かで 生活して いる この種の 社会の、 多様で 動態 的な 特性 を 理解す る 上で、 欠く こと 
の 出来ない 〔分析〕 ツールと なる。 

力 リ フォルニ ァ 大学 



15 ここで 推奨され ている 研究 手法が、 いわゆる 「 『行為者の 観点』 からの アプローチ」 
である こと は 言うまでもない。 Cf. 拙稿、 2013 年 「シンボリック 相互作用 論の 方法論 的 立 
場」 『研究論文 集 一一 教育 系 • 文系の 九州 地区 国立大学 間 連携 論文 集』 第 6 卷第 2 号 
(https://nuk.repo.nii.ac.jp/) 。 
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